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申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせください。また、各種

教室のお申し込みは、申し込み当日の正午から電話（７２－６０５３）と生涯学習課窓口・子ども未来創造館窓口

でも受け付けますので、お気軽にお尋ね下さい。  ※４月より受付時間が正午からに変更になります。

こどみらキッズ

こどみらキッズ 休館日休館日

最近落し物が目立ちます。創造館では2ヶ月経ったら
処分します。心当たりのある方は取りに来てください。

問い合わせ先　℡72-6053
富士河口湖町船津1754

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

小学校１年生になると、保護者の方の付き添いが無くてもこどみらで遊ぶことができます。
こどみらの利用の仕方を学び、他の学校のお友達と仲良く遊べるように、工作や運動などのイ
ベントを考えました。イベントに参加するごとにスタンプを集め、スタンプが３つ以上集まった
新一年生にプレゼントがあります。こどみらで楽しく過ごしましょう！

ゴムの力を利用して、紙コップがコロコ
ロおもちゃに変身します。

ハンドタオル・筆記用具持ち物

参加費 １組500円

日にち 4/27(日) 　時　間 午前10時～ 
小学生親子２５組 定　員

申し込み 4/21（月）～(定員になり次第締め切ります)

日にち 4/12（土）　　時　間  午後2時～

内　容 ≪英語であそぼう≫　ブラウンベアの皆さんによる英語の読み聞かせ

出席カード(初回に配ります)持ち物

時　間 午前10時30分～午前11時

ベビー 4/11・4/25(金)
4/3・4/17(木) キッズ

ドラえもんドラえもんドラえもん

こどみらベビー＆キッズこどみらベビー＆キッズこどみらベビー＆キッズ

ころころおもちゃ
紙コップで作る

ころころおもちゃ
紙コップで作る

ころころおもちゃ
紙コップで作る

日にち 4/20(日)   時　間 午後2時～ 

定　員 なし参加費 申込み持ち物

みんなの大好きな「ドラえもん」を上映
予定。内容は来てからのおたのしみ☆彡

スワロフスキーを使った指輪を作って、
母の日にプレゼントしよう！自分へのプ
レゼントもあります！

1歳児を対象にしたこどみらベビー・幼児
を対象にしたこどみらキッズでキッズ体操
や季節の手遊びを楽しんでみませんか？

日にち 4/13(日) 　時　間 午後1時30分～ 

定　員 なし参加費 申込み持ち物

定　員 なし持ち物 申込み参加費

定　員 なし申込み

★乳幼児と保護者が対象★

★イベント満載★

4月29日
5月3・4・5・6日

★4/6～5/3のカレンダー★

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動
　してください。
※4月からは新学年です。
　入館票には新学年を書きましょう！

トイ・タイ
ム

森の映画会

きらめき子ども
塾

トイ・タイ
ム

森の映画会

親子でビーズ教室親子でビーズ教室親子でビーズ教室
きらめき子ども

塾

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

歓迎イベント：パートⅠ

日にち 4/19（土）　　時　間  午後2時～

内　容 ≪おりがみであそぼう！≫
石見谷先生による木登りおさる・かえる作り

≪つくってあそぼう！≫
富士河口湖高校生徒会の皆さんによる工作教室
スライム・ブーブー笛を作ります。

定　員 なし持ち物 申込み参加費

歓迎イベント：パートⅡ

日にち 4/26（土）　　時　間  午後2時～

内　容 ≪新一年生限定
　　リン！リン！トランポリン！≫

定　員 なし持ち物 申込み参加費

歓迎イベント：パートⅢ

4/12・19は学年を問わず
参加できます。

ようこそ1年生ようこそ1年生入学おめで
とう！

高校生
の皆さん！

どんなことに興味がありますか？
　最近、子ども未来創造館は中高生の利用が増えています。音楽スタジオでの

バンド練習やテスト期間中の息抜きなど活動は様々です。子ども未来創造館で

は、目的を持った中高生の利用を推進し、中高生の活動の幅を広げたいと考え、

「こどみらＰ３（ピースリー）」メンバーを募集することになりました。

　多くの高校生の皆さん、みなさんのアイディアを形にしてみませんか？

　大勢の仲間とともに、夢の実現を･･･

　Ｐ３（ピースリー）とは

　　　P roject（企画）・ P ractice（実行）・ P artner（仲間）

を表します。詳しいことは、子ども未来創造館までお問い合わせ下さい。
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4月29日(火)は、祝日の為、
　  30日(水)は館内整理の為休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp　　　  library@fujikawaguchiko.ed.jp

問い合わせ／生涯学習館

ブラウンベア読み聞かせ会（えいご）
  　4月 8日（火）

うさぎのおやこ読み聞かせ会
　　　　　　　4月22日（火）

パパのえほんタイム
　　　　　　　4月12日（土）

エトワールの会読み聞かせ会
　　　　　　　4月26日（土）

ピコタイム　毎週水曜日

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

●小学生低学年対象 〈午後４時３０分～〉
大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

　１５日

８・２２日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

4月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日 9:00～17:00

★第18回読書会★★第18回読書会★
読書会とは・・皆で同じ本を読んで、その本について　　　

　　　思った事や、感じた事についておしゃべりします。

日程：４月２６日（土）　午後２時～

場所：生涯学習館　学習室1

定員：１５名　（年代は問いません。）

課題図書：「車輪の下」 ヘッセ／著

　　　　　　　本は生涯学習館で用意します。

読書は人生の宝物です。

定期的に雑誌の
寄贈をしてくださる方募集中
　生涯学習館では、

町民の皆様が定期

的に購入していて、

お読みになった雑

誌を寄贈して頂き

まして、その雑誌の

有効利用を目的とし、利用者の皆様がお互いに、

雑誌の利用が出来たらと考えております。

　もし寄贈して頂いた雑誌は生涯学習館では購入

せず、新タイトルの雑誌を購入していきたいと思

います。

　町民の皆様方のご協力をお待ちしています

「本がすき！」

　生涯学習館では、「本がすき！ダンボコース」のリ

ストを作成しました。本を読んだら、どのくらいおも

しろかったとか、おもしろ度の☆に色をぬって、おも

しろかったことを書いて持ってきてもらいます。

　リストが終わったら、次のコース

に挑戦できます。

　本が少し苦手なお友達も挑戦し

てみてください。

リストは生涯学習館に用意してあります。

生涯学習館では、ボランティアさんを大募集しています。

　　　内容は・・・・業務ボランティアさん（新刊本の整理・本の配架、整理）

　　　　　　　　読み聞かせボランティアさん（生涯学習館、大石・河口・上九分館）

　　　　　　　　布絵本作成ボランティアさん（生涯学習館用の布絵本の作成）

町民の皆様方のご協力をお待ちしています。また、何か得意なことで、生涯学習館にご協力して下さる

方もお待ちしています。

ボランティアさん大募集！！
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鳥
坂
峠
と
文
化
洞
ト
ン
ネ
ル

　
町
内
で
隣
接
す
る
河
口
湖
と
西
湖
の
二
つ
の
湖
の

結
節
点
と
し
て
、
河
口
湖
畔
の
長
浜
地
区
（
旧
足
和
田

村
）
と
西
湖
畔
の
西
湖
地
区
（
旧
同
村
）
が
あ
る
。
そ
の

中
間
に
位
置
す
る
鳥
坂
峠
（
と
り
ざ
か
と
う
げ
）
が
存

在
し
、
こ
の
峠
を
西
湖
地
区
で
は
鳥
居
坂
峠
（
と
り
い

ざ
か
と
う
げ
）
と
呼
ん
で
い
る
。
昔
は
神
社
に
伴
う
鳥

居
が
あ
っ
た
と
い
う
説
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
長

浜
地
区
で
は
鳥
坂
峠
と
呼
称
し
て
い
る
。
峠
の
上
が

河
口
湖
と
西
湖
を
往
復
す
る
鳥
の
（
主
に
カ
モ
）
飛
翔

コ
ー
ス
で
、
狩
猟
の
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
る
た
め
で
あ
る
。
西
湖
と
長
浜
の
境
界
は
こ
の
峠

上
の
稜
線
に
よ
り
分
か
れ
て
い
る
。
両
地
区
は
ト
ン

ネ
ル
が
出
来
る
ま
で
は
、
鳥
坂
峠
を
越
え
て
四
〇
分

も
か
か
り
連
絡
し
合
っ
て
い
た
。
当
時
の
峠
は
住
民

に
と
っ
て
の
生
活
路
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
村
人
（
か
つ
て
の
西
湖
村
の
人
々
）
は

河
口
湖
畔
の
年
々
の
繁
盛
を
見
て
は
鳥
坂
峠
に
穴
を

開
け
る
こ
と
を
念
願
し
た
と
い
う
。
村
人
の
熱
意

が
通
じ
て
、
隧
道
（
ず
い
ど
う
）
掘
抜
き
が
実
現
し
着

工
し
た
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
、
二
年
が
か
り
の
工

事
の
末
に
完
成
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
は
水
成
岩
質
で
長

さ
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
巾
四
、
五
メ
ー
ト
ル
、
直
線
距

離
で
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
縮
ま
り
車
も
通
行
可
能
と

な
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
式
の
日
に
路
線
バ
ス
の

屋
根
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
天
井
に
接
触
し
、
バ
ス
の
天

井
が
も
ぎ
取
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
村
人
は
あ
き
ら
め
ず
ト
ン
ネ
ル

内
の
路
面
を
掘
り
下
げ
た
。
今
度
は
洞
内
に
水
が
溜

ま
っ
て
し
ま
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
命
名
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
こ
の
事
例

で
も
そ
の
地
域
の
地
名
を
取
っ
て
い
る
場
合
が
多
い

が
、
村
人
の
総
意
に
よ
り
、
尾
根
（
お
ね
）
を
貫
い
て
村

に
新
し
い
文
化
の
流
れ
を
願
っ
た
こ
と
に
よ
る
命
名

だ
ろ
う
か
、
文
化
的
生
活
を
夢
見
た
村
人
の
思
い
の

名
称
か
も
知
れ

な
い
。
こ
の
文
化

的
な
恩
恵
に
感

謝
し
て
地
元
で

文
化
洞
（
ト
ン

ネ
ル
）
と
名
づ

け
た
。
ま
さ
に
ト

ン
ネ
ル
完
成
以

前
の
鳥
坂
峠
は

現
在
の
文
化
洞

ト
ン
ネ
ル
の
前

身
で
あ
り
、
重
要

な
峠
で
あ
っ
た
。

現
在
は
旧
ト
ン

ネ
ル
の
東
側
と

西
側
の
出
入
り

口
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
封
鎖
さ

れ
て
お
り
、
河
口

湖
側
よ
り
、
十
二

ヶ
岳
や
毛
無
山

へ
の
登
山
口
と

な
っ
て
い
る
。
週

末
に
な
る
と
、
多

く
の
ハ
イ
カ
ー

で
登
山
に
向
か

う
人
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
ト
ン

ネ
ル
上
の

眺
望
は
素

晴
ら
し
く
、

東
に
河
口

湖
を
眼
下

に
、
西
に
西

湖
と
青
木

ヶ
原
樹
海

を
と
も
に

一
望
で
き

る
展
望
地

で
あ
る
。
ま

た
そ
の
脇

に
旧
ト
ン

ネ
ル
と
隣

り
合
っ
た
、

標
高
が
若

干
低
い
位
置
に
、
立
派
な
新
し
い
文
化
洞
ト
ン
ネ
ル

が
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
三
月
に
完
成
し
た
。
延
長

一
六
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
・
七
メ

ー
ト
ル
で
貫
通
し
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
、

両
地
区
は
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
民
宿
客
や
キ
ャ
ン
プ

客
等
で
賑
わ
い
、
あ
る
時
は
地
区
の
人
口
よ
り
多
く

の
観
光
客
が
来
訪
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
昭
和

四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
の
台
風
二
十
六
号
で
大
被
害

を
受
け
た
根
場
地
区
に
お
い
て
は
、
町
の
事
業
に
よ

り
、
昔
の
伝
統
的
な
茅
葺
き
屋
根
の
民
家
が
並
ぶ
集

落
の
面
影
を
生
か
し
、
跡
地
を
西
湖
い
や
し
の
里
根

場
と
し
て
復
元
整
備
が
実
施
さ
れ
、
現
在
も
住
居
を

修
復
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
洞
ト
ン
ネ
ル
の

果
し
て
き
た
役
割
は
、
多
く
の
観
光
客
と
経
済
的
繁

栄
を
招
き
、
文
化
や
生
活
の
流
入
を
支
え
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
河
口
湖
・
西
湖
間
は
、
ト
ン
ネ
ル
開
通
に

よ
り
文
化
の
風
が
吹
き
抜
け
て
、
両
地
区
の
交
流
も

益
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
審
議
委
員
　
宮
下
晁
夫
）

封鎖された旧トンネルの上に河口湖と
西湖を結ぶ鳥坂峠(鳥居坂峠)がある。

隣り合っている、新・旧トンネル

……………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

『
健
康
生
き
が
い
事
業
』
を
紹
介

対
象

内
容

〔
そ
の
１
〕

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　
　
【
入
門
課
程
】
参
加
者
大
募
集

【入門過程】 時間：午後7時～9時  　場所:中央公民館

回数 月日 講習内容 回数 月日 講習内容

15/15開講式
講義　手話の基礎知識Ⅰ

伝えあってみましょう① 話しかけてみましょう②

117/24

２ 5/22 127/31

自己紹介をしましょう② 話しあってみましょう①５ 6/12

自己紹介をしましょう①４6/  5

158/28

自己紹介をしましょう③ 話しあってみましょう②６ 6/19 169/  4

自己紹介をしましょう④ 話しあってみましょう③
話しあってみましょう④

７ 6/26

自己紹介をしましょう⑤８7/  3

自己紹介をしましょう⑥９ 7/10

自己紹介をしましょうまとめ107/17

179/11

話しかけてみましょう③138/  7

まとめ学習189/18

講義 聴覚障害の基礎知識
話しかけてみましょう①

148/21話しかけてみましょう④
話しかけてみましょう⑤

３ 5/29
伝えあってみましょう②
講義 聴覚障害者の生活

　
町
社
協
で
は
、
今
年
度
も
、
入
門
１８
回
、
基
礎
２２

回
、
全
８０
時
間
の
過
程
で
、『
手
話
奉
仕
員
養
成
講

習
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
門
課
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
基
礎
課
程

は
、
後
日
周
知
。
）
手
話
を
覚
え
た
い
方
、
こ
の
機

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

協
力
機
関
…
山
梨
県
立
聴
覚
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　(

社)

山
梨
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
対
象
者
…
富
士
河
口
湖
町
民
　
定
員
２０
名

　
受
講
料
…
テ
キ
ス
ト
代
（
１
２
０
０
円
）

　
申
込
み
…
５
月
８
日
（
木
）
ま
で

　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　 

　
　
　
　
（
電
話 

７２ 

― 

１
４
３
０

）

町
社
協
で
は
、
日
本
財
団

の
助
成
金
及
び
、
善
意
銀

行
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附

金
に
よ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
９
人
乗
り

リ
フ
ト
付
き
車
を
購
入
し

ま
し
た
。

　
旧
車
両
は
、
１３
年
が
経
過
し
、
車
い
す
２
台
し

か
乗
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
新
車
両
で
は
最
大
で
４
名
の
車
い
す
利
用
者
が

乗
車
で
き
、
よ
り
快
適
な
送
迎
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

①
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

・
活
動
を
希
望
す
る
区
又
は
、
地
区

・
平
成
９
年
よ
り
進
め
て
き
た
『
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
』
で
、『
近
隣
同
士
、
共
に
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
』
が
活
動
目
的
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
等
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性

を
生
か
し
て
、
福
祉
推
進
会
等
を
設
置
し
、
住
民

参
加
に
よ
る
活
動
を
推
進
す
る
。

　
す
で
に
、
河
口
、
大
石
、
小
立
（
八
町
屋
区
）
、
船

津
（
ひ
ば
り
区
、
湖
南
区
、
富
士
桜
・
ス
バ
ル
区
、
浅

川
区
、
富
士
見
区
）
、
足
和
田
（
大
嵐
区
）
、
勝
山
で

活
動
を
展
開
中
。

日
本
財
団
助
成
に
よ
り

　
　
　
　
リ
フ
ト
付
き
車
購
入

　
私
は
、
上
九
一
色
村
の
時
か
ら
推
進
委
員
を

し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
、
何
を
今
更
と
言

う
気
持
ち
で
し
た
が
、
と
に
か
く
一
度
話
を
聞

い
て
み
た
い
と
思
い
、
研
修
会
や
県
短
期
大

学
の
講
義
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
基
本
的
人
権

の
尊
重
が
根
本
に
あ
っ
て
誰
も
が
平
等
で
あ

り
、
暮
ら
し
よ
い
社
会
作
り
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
し
た
。
特
に
男
女
間
の
差
別

を
無
く
そ
う
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
と
て

も
大
事
な

“人
”と
し
て
の
あ
り
方
を
学
び
、

自
分
自
身
の
意
識
改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

改
め
て
意
識
的
に
ご
自
分
の
周
囲
を
注
意
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
不
平
等
は
あ
る
で
し
ょ

う
か
。

　
家
庭
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
家
事
、
育
児
、

教
育
、
介
護
、
家
庭
の
雰
囲
気
作
り
な
ど
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
女
性
の
負
担
す
る
と
こ
ろ

が
多
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
仕
事
の
度
合

い
や
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
で
違
う
と

思
い
ま
す
が
、
家

族
の
思
い
や
り
を

大
切
に
皆
が
生
き

生
き
と
楽
し
く
し

て
い
ま
す
か
。

　
職
場
で
は
、
人
権

と
能
力
な
ど
を
重

ん
じ
た
人
事
、
仕
事
配
分
が
行
わ
れ
、
生
き
甲

斐
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。
地
域

で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
男
性
女
性
の
役
割

分
担
な
ど
適
切
で
し
ょ
う
か
。
各
地
で
話
し

合
わ
れ
、こ
れ
ま
で
の
慣
習
慣
行
の
改
善
が

実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
地

域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
女
性
の
意
識
と

男
性
の
意
識
で
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
老
若
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
参
加
協
力
で
き
、
安
全
安
心
で
し
か
も
元

気
な
暮
ら
し
よ
い
地
域
社
会
が
実
現
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。

　
私
は
、
気
づ
い
た
人
が
気
づ
い
た
こ
と
か

ら
一
つ
一
つ
実
行
し
て
い
け
ば
、
自
然
に
男

（
ひ
と
）
と
女
（
ひ
と
）
の
絆
が
生
ま
れ
、
良
い

関
係
が
築
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
心
を
静
か
に
穏
や
か
な
毎
日
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
、
自
分
の
手
元
で
見
つ
け
た

小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、
日
々
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
に
な
っ
て
昨
年
、『
ふ
じ
サ

ン
サ
ン
プ
ラ
ン
』
が
策
定
さ
れ
、
各
戸
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
読
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
私
は
プ
ラ
ン
に
誇

り
を
も
っ
て
、
誰
も
が
暮
ら
し
よ
い
社
会
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
上
九
一
色
支
部
推
進
委
員
　
青
柳
瑞
代

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に
な
っ
て

　
～
誰
も
が
暮
ら
し
よ
い
社
会
作
り
を
推
進
し
た
い
～

男
と
女
の
情
報 

 

「
和
・
輪
・
話
」
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美術館・ミューズ館から企画展を紹介します！

松本正彦切り絵展併設企画展

　上目づかいでバイオリンの練習をす

る男の子、取っ組み合いの喧嘩をして

いるわんぱく坊主たち、お洒落に余念

がない女の子など、夢中になっている

子どもたちの作品を取り上げました。 

「福丸大吉」と「五つのポエム・アイ

ボリー」の 初展示作品２点を含む約90

体で構成。

　劇画のルーツとなる駒

画を提唱し、漫画家とし

て活躍した松本氏が晩年

取り組んだ切り絵。 

　ほのぼのと心温まる家

族や動物の作品約30点を

展示。

企画展「画家　岸田劉生の軌跡」

与 勇輝常設展『一心に』

４月５日（土）～６月１５日（日）会　期

～１０月１日会　期 ～１０月１日会　期

からのお知らせ

からのお知らせ

　
今
ま
で
町
役
場
の
駐
車
場
で
行
っ

て
き
ま
し
た
、
町
の
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト

で
す
が
、
今
年
は
５
回
目
の
記
念
の

年
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
集
っ
て
も
ら
い
、い
ろ
ん
な
楽
し

み
方
、
祝
い
方
を
し
よ
う
と
会
場
を

変
え
て
行
い
ま
す
。

　
今
年
の
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
は
、
１１
月
２
日
（
日
）
を
メ
イ
ン
の

日
と
定
め
、
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
、
町
民
体
育
館
、
町
民
グ

ラ
ン
ド
、
町
民
プ
ー
ル
、
総
合
公
園
を
会
場
と
し
て
い
ろ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
や
企
画
が
で
き
る
よ
う
手
配
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
日
の

１
日
も
す
べ
て
の
会
場
を
押
さ
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
前
日
か

ら
の
使
用
も
可
能
で
す
。

　
そ
こ
で
、こ
の
記
念
す
べ
き
町
の
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
に
、こ
れ

ら
の
会
場
を
使
っ
て
い
ろ
ん
な
企
画
や
大
会
、イ
ベ
ン
ト
を
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！

　
こ
の
機
会
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
紹
介

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
発
表
の
場
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

そ
ん
な
皆
さ
ん
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
町
役
場
企
画
課
地
域
情
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
７
２
‐
６
０
２
３

 
 ■

日
　
時
　
５
月
１７
日
（
土
）
午
後
６
時
開
演
　 

 

■
会
　
場
　
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル 

 

 
※
入
場
無
料
（
募
金
箱
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）  

第
５
回
の
記
念
の
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
を

　
　
　
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

ビ
ッ
ク
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
in
河
口
湖

★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

イ
ベ
ン
ト
紹
介

ー油彩画、装丁画、水彩画などを中心に

　大正期に活躍し、近代日本の洋画史の中でもきわだっ

て強烈な個性を放った画家、岸田劉生。その名とともに

愛娘麗子を描いた作品はいま尚広く世の人に忘れがた

い記憶になっています。

　本展では油彩画作品14点をはじめ、油彩画制作以外の

領域の日本画、素描や水

彩画、書籍の装丁のため

に描いた図案、版画作品

など、これまで紹介され

る機会の少なかった作品

群をあわせ、約120点によ

って構成いたします。
武者小路実篤『友情』特製本表紙 村娘の図

自画像
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　船津地区でまちづくり活動を実施している冨根都（ふなつ）クラブでは、船津地区内の街なか道路石畳修景

舗装整備事業の第２期区間完成にあわせて、昨年に引き続き石畳の道まつりを開催します。イベント当日は、ポ

ップコーン・ヨーヨー釣りやフリーマーケットなど多数の出店と、子供たちが楽しめるようなゲーム・クイズなど

を行いますので、小学生やお子様の参加もお待ちしています！また、昔懐かしい船津地区の風景写真を展示す

るコーナーも設けますので是非ご覧下さい。　

　街なか石畳道については、今年度に宮森線の全区間の整備が完了する予定となっています。

■ 日時　平成２０年４月１９日（土）

■ 時間　午後１２時～午後４時まで

■ 場所　会場案内図を参照して下さい

■ 雨天中止

■ 連絡先　冨根都クラブ事務局

　　　　　 井出與五右衛門　（７２－０００６）

☆蔵元甘味(酒かすデザート) (井出酒造)

☆船津なつかし写真展(冨根都クラブ)

☆ポップコーン・ヨーヨー釣り・ゲーム(冨根都クラブ)

☆フリーマーケット(小立ガラクタ市の会)

☆手作りパンの販売(パルパル)

☆豚汁、コーヒー・豆もちの販売(虹の会)

☆その他お得な販売(商店街店舗等)

　冨根都クラブでは、イベント当日に親子でフリーマーケットを

していただける方を募集しています!  参加していただける方は

冨根都クラブ担当までご連絡下さい。(募集期間 ４月１２日まで)

　　　　　　　　　　　　　　連絡先／細山　 ℡２２-９０３７

�先着50名様に販売!

参加団体一覧

親子でフリーマーケットに参加しませんか?親子でフリーマーケットに参加しませんか?

▲昨年のイベントの様子

▲会場案内図

※自家用車でご来場の方は、本町通り駐車場
　または、県営無料駐車場をご利用下さい。

■
出
演
者
　
富
士
学
苑
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
部 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「T

O
K
Y
O
 
F
,
O
 
L
A
B
 
B
A
N
D

」  

 

　
富
士
学
苑
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
部
は
、
山
梨
県
下
初
の
高
校
生
ビ

ッ
ク
バ
ン
ド
と
し
て
２
０
０
３
年
６
月
に
結
成
さ
れ
、ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
優
秀
賞
５
回
、
優
秀
ソ
リ

ス
ト
賞
を
３
回
受
賞
し
、
さ
ら
に
第
２６
回
浅
草
ジ
ャ
ズ
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
高
校
生
バ
ン
ド
と
し
て
は
、
史
上
初
の
金
賞
に
輝
く

な
ど
、
今
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ゲ
ス
ト
と
し
て
日
本
大
学
リ
ズ
ム
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
で
結
成
さ
れ
た
社
会
人
ビ
ッ
ク
バ

ン
ド
も
応
援
に
か
け
つ
け
ま
す
。  

　
こ
の
日
は
、
お
気
軽
に
家
族
み
ん
な
で
お
出
か
け
い
た
だ
い

て
、ジ
ャ
ズ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

●
問
合
先
　
町
役
場
生
涯
学
習
課 

渡
辺
（
７２-

6
0
5
3
）

　
５
月
１７
、１８
日
に
、
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
や
河
口
湖
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
行
い
ま
す
「
ふ
じ
や
ま
　
よ
さ

こ
い
」
は
、
全
国
地
域
の
よ
さ
こ
い
踊
り
を
富
士
五
湖
周
辺
の

街
や
自
然
を
舞
台
に
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
踊
り
子
と
観
客
と

の
交
流
を
通
じ
、
国
際
観
光
リ
ゾ
ー
ト
山
梨
県
・
富
士
五
湖
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
お
祭
り
」
を
目
指
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
「
祭
り
」
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
い
ろ
ん
な
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

■
よ
さ
こ
い
コ
ン
テ
ス
ト
一
般
審
査
員

■
山
梨
の
グ
ル
メ
・
特
産
品
・
お
土
産
な
ど
の
出
店

■
準
備
・
後
片
付
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

■
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

■
カ
メ
ラ
マ
ン
ス
タ
ッ
フ

●
詳
細
な
ど
の
問
合
先
　

　
　
ふ
じ
や
ま
よ
さ
こ
い
実
行
委
員
会
　
℡
７２
‐
5
0
5
8

　 
 

　
　
　
　
　 

Ｈ
Ｐ
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
u
j
i
y
o
s
a
.
c
o
m

「
ふ
じ
や
ま
　
よ
さ
こ
い
」
を

　
　
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い

★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆



広
報
富
士
河
口
湖

　
２４

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

無
料
体
験
初
心
者
コ
ー
ス
実
施
中
！
「
ウ
エ
イ
ク
ボ
ー
ド
」

＝
県
職
業
能
力
開
発
協
会
か
ら
の
募
集
＝

＝
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
か
ら
の
募
集
＝

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み
海
外
派
遣

重
度
身
体
障
害
者
の
現
状
を
考
え
る
集
い

富
士
吉
田
区
検
察
庁
の
合
理
化
に
つ
い
て

｢

第
12
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
富
士
五
湖
場
所｣

　
　
　
　
参
加
者
募
集

｢

憲
法
週
間
行
事｣

　
裁
判
員
制
度

～
あ
な
た
も
模
擬
評
議
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

■
日
　
時
　
４
月
26
日(

土)

午
後
２
時
～
　
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
４
月
27
日(

日)

午
後
２
時
～
　
か
ぶ
と
　

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
5
0
0
円

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
定
　
員
　
20
名

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
℡
72-

６
２
３
３
）

※
和
紙
を
使
っ
た
小
物
作
り
が
体
験
で
き
ま
す
。

■
募
集
対
象
　
富
士
五
湖
地
域
の
小
学
１
～
６
年
生

■
開
催
日
　
４
月
27
日
（
日
）
受
付
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
競
技
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時
55
分
競
技

■
場
　
所
　
忍
野
村
民
体
育
館
、
国
体
記
念
土
俵

■
参
加
料
　
１
人
５
０
０
円
（
保
険
・
参
加
記
念
品
有
）

■
申
込
方
法
　
各
小
学
校
へ
配
布
し
た
申
込
用
紙
をf
a
x

　
　
　
　
　
　
送
信
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か
ら
の
申
込

■
締
切
り
　
４
月
20
日
（
日
）

●
問
合
先
　
大
会
運
営
担
当
　
川
村
　
℡
24-

0
7
7
1

　U
R
L

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
u
j
i
g
o
k
o
j
c
.
o
r
.
j
p

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
が
直
面
す
る
現
実
と
未
来
を
考

え
る
集
い
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
　
時
　
４
月
19
日(

土)

午
後
２
時
よ
り

■
場
　
所
　
河
口
湖
中
央
公
民
館(

２
階
第
一
研
修
室)

■
目
　
的
　
交
流
と
親
睦
、
現
実
と
未
来
に
つ
い
て
。

●
連
絡
先
・
発
起
人
　

　
　
　
　
　
大
崎
　
輝
夫
　
大
石
1
8
6
0-

1
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
76-

6
2
6
5

■
対
　
象
　
町
在
住
の
子
供
か
ら
老
人
ま
で

■
指
導
者
　
小
倉
千
晶
プ
ロ

■
場
　
所
　
小
立
久
保
　
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
桟
橋

■
参
加
費
　
無
料
（
２
回
目
か
ら
有
料
）

※
水
着
又
は
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
が
あ
れ
ば
持
参
下
さ
い

　
（
有
料
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
）

●
申
込
・
問
合
先
　
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
　
℡
73
‐
1
1
1
7

平
成
20
年
度
前
期
技
能
検
定

　
板
金
・
塗
装
・
左
官
タ
イ
ル
張
り
他

■
受
付
期
間
　
４
月
３
日
（
木
）
～
16
日
（
水
）

■
受
付
期
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
平
日
）

■
検
定
料
　
学
科
３
１
０
０
円
、
実
技
１
５
７
０
０
円

和
・
洋
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

■
日
　
程
　
５
月
10
・
11
日
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時
　

■
持
ち
物
　
お
弁
当
、
軍
手
、
筆
記
用
具

■
受
講
料
　
５
千
円
　
　
■
定
員
　
先
着
20
名

■
締
切
り
　
４
月
30
日
（
水
）

２
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士
受
験
準
備
講
座

■
日
　
程
　
８
月
下
旬
～(

10
日
間)

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

■
受
講
料
　
会
員
１
万
5
千
円
　
会
員
外
１
万
７
千
円

■
申
込
み
　
４
月
30
日
（
水
）

●
申
込
み
・
問
合
先

　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
（
℡
22
‐
５
２
１
４
）

松
の
ミ
ド
リ
摘
み
教
室

■
日
　
時
　
６
月
10
日(

火)
 

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

　
　
　
　
　
雨
天
の
場
合
11
日(

水)

に
延
期
し
ま
す
。

■
講
　
師
　
（
株
）
雲
松
園
　
会
長
　
小
林
豊
蔵
氏

■
受
講
料
　
１
０
０
０
円

■
定
　
員
　
30
名(

最
小
実
施
人
員
10
名)

■
締
切
日
　
６
月
２
日(

月)

■
申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
申
込
ん
で
下
さ
い
。
電
話
・fa

x

も
結
構
で
す
。

●
講
習
会
場
　

　
山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
大
津
）

●
申
込
先
　
県
職
業
能
力
開
発
協
会･

県
技
能
士
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　t

e
l

０
5
5-

2
4
3-

4
9
1
6

　
　
　
　
　
　
　f

a
x

0
5
5-

2
4
3-

4
9
1
9

■
内
　
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流

　
　
　
　
　
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外

　
　
　
　
　
活
動
な
ど

■
派
遣
先
　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

　
　
　
　
　
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

■
日
　
程
　
７
月
25
日
～
８
月
17
日
（
８
～
19
日
間
）

■
対
　
象
　
小
学
３
年
生
か
ら
高
校
３
年
ま
で

■
参
加
費
　
１
７
万
５
千
円
～
４
９
万
８
千
円

■
締
切
り
　
６
月
６
日
、20
日
（
各
事
業
に
よ
り
異
な
る
）

●
問
合
先
　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
東
京
都
新
宿
区
）

　
　
　
　
　
　
℡
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

　
　
　
　
　 

 
 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p

■
日
　
時
　
５
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
裁
判
所
大
会
議
室
（
甲
府
市
中
央
）

■
内
　
容
　
模
擬
評
議

■
参
加
人
員
　
約
40
名(

先
着
順
、
電
話
で
申
込
み
下
さ
い
。

)

■
そ
の
他
　
参
加
費
無
料

●
参
加
申
込
先

　
　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係
　

　
　
℡
0
5
5-

2
3
5-

1
1
3
1(

内
線
2
5
2
5
）

　
富
士
吉
田
区
検
察
庁
は
検
察
事
務
の
合
理
化
・
効
率
化

を
図
る
た
め
、
一
部
の
事
務
を
除
き
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
、
そ
の
事
務
を
甲
府
地
方
検
察
庁
都
留
市
部
内
に
お

い
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

募 
 

集



広
報
富
士
河
口
湖

　
２５

「
労
働
契
約
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

｢

年
金
記
録
確
認
の
た
め
の
旧
姓
履
歴
の
申
出｣

平
成
21
年
度
歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
募
集

「
富
山
県
高
波
災
害
義
援
金
」
の
受
付
に
つ
い
て

勝
山
観
光
協
会
協
賛

　
富
士
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
「
さ
く
ら
祭
り
」

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　
労
働
保
険
と
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

　
な
お
、
同
日
以
降
の
富
士
吉
田
区
検
察
庁
へ
の
連
絡
先

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
新
事
務
取
扱
地

　
　
都
留
市
中
央
２
丁
目
１
番
２
号

　
　
甲
府
地
方
検
察
庁
都
留
支
部
内
富
士
吉
田
区
検
察
庁

　
　
　
　
　t

e
l

０
５
５
４
‐
４
３
‐
２
４
２
２

　
　
　
　
　f

a
x

０
５
５
４
‐
４
３
‐
１
５
９
７

　
就
業
形
態
の
多
様
化
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
増
加
等

に
対
応
し
、
労
働
契
約
の
内
容
が
労
使
の
合
意
に
基
づ
い

て
自
主
的
に
決
定
さ
れ
、
個
別
の
労
働
者
及
び
使
用
者
の

労
使
関
係
が
良
好
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
労
働
契
約
に
関

す
る
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
労
働
契
約
法
」
が
平
成
20
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

☆
法
律
の
本
文
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
が
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

【
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

●
問
合
先
　
山
梨
県
労
働
局
監
督
課

　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
5-

2
8
5
3

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く

時
期
で
す
。
４
月
１
日
か
ら
５
月
20
日
ま
で
の
間
に
、
労

働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
申
告･

納
付
を
済
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
平
成
19
年
度
の
年
度
更
新
か
ら
石
綿(

ア
ス
ベ
ス

ト)

健
康
救
済
の
た
め
「
一
般
拠
出
金
」
の
申
告
・
納
付
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
石
綿
健
康
被
害
者

の
救
済
費
用
に
充
て
る
た
め
、
す
べ
て
の
労
災
保
険
適
用

事
業
主
の
皆
さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で

す
。
　
山
梨
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
事
業
主

等
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
県
内
各
地
区
に
お
い
て
年
度

更
新
受
理
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
山
梨
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
５
‐
２
８
５
２

　
　
　
　
　
都
留
労
働
基
準
監
督
署
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

43-

2
1
9
5

　｢

平
成
8
年
12
月
以
前
に
旧
姓
で
年
金
に
加
入
し
て
い

た
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い｣

　
年
金
記
録
漏
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
と
り
わ
け
多
い
の
が
、
基
礎
年
金
番
号
導
入

前
に
旧
姓
で
年
金
制
度
に
加
入
し
た
場
合
。
基
礎
年
金
番

号
に
結
び
つ
か
な
い
年
金
記
録
の
中
に
は
、
結
婚
等
に
よ

り
名
字
を
変
更
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
記
録
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
確
認
は
ご
自
宅
か
ら
で
も
で
き
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
7
0-

0
5
8-

5
5
5

■
歌
会
始
の
お
題
　｢

生｣
■
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　
　
○
詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で

　
　
　
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
　
○
書
式
な
ど
の
詳
細
は
問
合
せ
て
下
さ
い
。

■
詠
進
の
期
間

　
９
月
30
日
ま
で
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
９
月
30
日 

　
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。

■
郵
便
の
あ
て
先

　
「
〒1

0
0
-
8
1
1
1

　
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
　

と
書
き
添
え
て
下
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
　

封
入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
方
法

　
　
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ

　
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手

　
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日
ま
で
に
問
い
合

　
わ
せ
て
下
さ
い
。
ま
た
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　(http://www.kunaicho.go.jp/12/d12-08.html)
　
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

～
春
風
の
な
か
雄
大
な
富
士
の
麓
、

　
桜
色
に
色
づ
い
た
３
万
坪
の
庭
園
で
お
寛
ぎ
下
さ
い
。～

■
日
　
時
　
４
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

■
催
し
物
　

★
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
土
屋
朱
帆
童
謡
の
世
界
」

　
12
日
（
土
）
１
部
；
12
時
～
　
２
部
：
午
後
３
時
～

　
テ
ィ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
に
て

★
野
立
て
茶
席

　
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）
、
中
庭
に
て

★
人
力
車
乗
車
　
13
日
（
日
）
ホ
テ
ル
正
面
に
て

★
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　
13
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～
　
ガ
ー
デ
ン
に
て

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
平
成
20
年
２
月
24
日
に
富
山
県

で
発
生
し
た
高
波
災
害
の
被
害
に
対
す
る
義
援
金
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
義
援
金
名
称
　「
富
山
県
高
波
災
害
義
援
金
」

■
募
集
期
間
　
　
平
成
20
年
４
月
30
日
ま
で

■
持
参
の
場
合
　
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
本
部

■
郵
便
局
へ
の
振
込
み
の
場
合

　
口
座
番
号
「
０
０
４
８
０
‐
３
‐
７
７
７
７
」

　
口
座
名
義
「
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
本
部
」

■
山
梨
中
央
銀
行
（
下
飯
田
支
店
）
へ
の
振
込
み
の
場
合

　
普
通
口
座
「
８
０
１
７
９
」

　
口
座
名
義
「
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
本
部
」

■
甲
府
信
用
金
庫
本
店
へ
の
振
込
み
の
場
合

　
普
通
口
座
「
０
４
４
８
５
４
３
」

　
口
座
名
義
「
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
本
部
」

●
問
合
先
　
日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
振
興
担
当

　 

（
午
前
8
時
45
分
～
5
時
30
分
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukeiyaku01/
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お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
2
月
19
日
か
ら
3
月
18
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

鋤
柄
ひ
な
た
　
　
将
　
一
　 

麻
　
衣
　
船
津

中
島
　
咲
希
　
　
　
徹
　
　 

永
　
美
　
船
津

武
川
　
真
大
　
　
伸
　
二
　 

　
綾
　
　
船
津

尾
畠
　
涼
介
　
　
克
　
巳
　 

悦
　
子
　
船
津

布
施
　
絢
豊
　
　
嘉
　
裕
　 

裕
　
香
　
船
津

古
屋
ま
ど
か
　
　
為
　
宏
　 

民
　
江
　
小
立

外
川
　
叶
翔
　
　
貴
　
範
　 

有
　
紀
　
河
口

立
和
名
孝
晟
　
　
浩
　
之
　 

真
　
紀
　
河
口

渡
邉
　
瑛
太
　
　
真
　
一
　 

あ
さ
み
　
勝
山

渡
辺
　
七
聖
　
　
　
司
　
　 

明
　
美
　
西
湖
南

渡
邊
　
隆
夫
　
49
歳
　
渡
邊
　
孝
子
　
船
津

宇
田
川
孝
吉
　
91
歳
　
宇
田
川
　
浩
　
船
津

中
村
　
作
雄
　
85
歳
　
小
河
原
由
美
子
　
船
津

仲
沢
　
　
實
　
88
歳
　
仲
沢
　
金
五
　
船
津

伊
藤
　
孝
枝
　
73
歳
　
伊
藤
　
　
修
　
船
津

外
川
　
仁
治
　
91
歳
　
外
川
　
恭
一
　
浅
川

渡
邊
　
孔
榮
　
90
歳
　
渡
邊
　
　
徹
　
小
立

渡
邊
い
し
江
　
70
歳
　
渡
邊
　
忠
保
　
小
立

水
上
　
重
春
　
86
歳
　
水
上
ス
ミ
子
　
小
立

流
石
　
熊
男
　
78
歳
　
流
石
　
　
文
　
勝
山

さ
　
き

ま
　
ひ
ろ

り
ょ
う
す
け

あ
や
　
と

か
な
　
と

こ
う
せ
い

え
い
　
た

な
な
　
せ

山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

山
梨
宝
石
博
物
館
だ
よ
り

４月の誕生石：ダイアモンド（金剛石）
　象徴する言葉：清浄無垢、永遠の絆

　語原：ギリシャ語のadamas

　　　　　　　　　(征服されざる力) 

　硬度：１０　　　　比重：３.５２

　届折率：２.４１７　化学式：C

　結晶系：等軸晶系

　主産地：アフリカ大陸、ブラジル、

　　　　  ロシア、インド、オーストラリア

★開館１周年、町民無料招待！★

　
４
月
と
も
な
る
と
だ
い
ぶ
春

ら
し
く
な
り
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
に

も
最
適
な
季
節
と
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ー
ズ
ン

に
ふ
さ
わ
し
く
“清
浄
無
垢
”の

宝
石
言
葉
を
持
つ
ダ
イ
ア
モ
ン

ド
が
４
月
の
誕
生
石
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ギ
ヤ
マ
ン
と
は
彫
刻
を
施
し
た
ガ
ラ
ス
製
品
の
こ

と
を
さ
し
ま
す
が
、こ
れ
は
江
戸
時
代
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
を
刻
む
道
具
と
し
て

使
用
さ
れ
た
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
こ
と
で
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
デ
ィ
ア
マ
ン
テ(

d
i
a
m
a
n
t
e
)

が
な
ま
っ
た
も

の
で
す
。
こ
れ
が
日
本
で
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
当
時
の
も
の

は
今
日
の
５８
面
体
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
透
明
に
輝
く
も

の
で
は
な
く
、
黒
ず
ん
で
火
打
ち
石
に
似
た
形
を
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
広
く
一
般
に
知
ら
れ
た
の
は

明
治
３０
年
に
尾
崎
紅
葉
の
「
金
色
夜
叉
」
が
発
表
さ

れ
て
か
ら
で
、こ
の
頃
に
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
を
所
有
で

き
た
の
は
、
鹿
鳴
館
に
象
徴
さ
れ
る
一
部
の
特
権
階

級
だ
け
で
し
た
。
今
日
の
様
に
、
私
た
ち
が
こ
の
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
昭
和
３５
年
に
輸
入
が
自
由
化
さ
れ
て
か
ら

で
、一
般
に
普
及
し
た
の
は
昭
和
４１
年
に
大
蔵
省
所

有
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
が
放
出
さ
れ
て
か
ら
で
す
。

　
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
が
、
い
つ
頃
か
ら
世
界
の
歴
史
に

登
場
し
て
き
た
の
か
は
定
説
が
あ
り
ま
せ
ん
。
聖
書

に
登
場
す
る
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
も
原
語
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語

で
は
、
単
に
他
の
石
よ
り
硬
い
と
い
う
意
味
で
あ
い

ま
い
で
す
し
、
英
国
王
室
の
宝
物
と
し
て
有
名
な
コ

ー
・
イ
・
ヌ
ー
ル
は
五
千
年
前
に
イ
ン
ド
で
発
見
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
証
拠
は
何
も
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
紀
元
前
五
世
紀
ご
ろ
の
仏
教
の
開
祖
釈

迦
の
時
代
に
は
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
存
在
が
知
ら
れ
て

い
て
、
そ
の
比
類
な
き
硬
さ
を
利
用
し
て
細
工
道
具

と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
権
力
者
の
象
徴
と
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
球
上
で
も
っ
と
も
硬
い

石
を
同
じ
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
で
磨
き
始
め
た
の
は
イ
ン

ド
人
で
、
そ
の
技
術
が
１５
世
紀
頃
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

伝
わ
り
、１７
世
紀
後
半
に
ベ
ニ
ス
の
研
磨
師
ペ
ル
ッ
チ

に
よ
っ
て
理
想
的
な
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
・
カ
ッ
ト
が
考
え

出
さ
れ
る
と
、ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
一
躍
宝
石
の
王
座
に

つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
宝
石
の
価
値

は
色
の
美
し
さ
に
あ
っ
た
の
で
ル
ビ
ー
が
最
高
の
宝

石
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
硬
さ
で
す
が
、ア
メ
リ

カ
度
量
局
ヌ
ー
プ
博
士
考
案
の
ヌ
ー
プ
硬
度
に
よ
り

ま
す
と
水
晶
を
1
と
し
た
場
合
、
ル
ビ
ー
は
2
・
2

～
2
・
8
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
7
～
9
・
8
で
あ
る
と

い
い
ま
す
。
1
7
2
5
年
ブ
ラ
ジ
ル
で
ダ
イ
ア
モ
ン

ド
が
採
取
さ
れ
る
ま
で
は
イ
ン
ド
が
唯
一
の
産
出
国

で
し
た
が
、
今
日
、
宝
石
用
の
原
石
は
南
ア
フ
リ
カ
や

ロ
シ
ア
を
抜
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
世
界
一
の
産

出
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
成
分
は
純
粋
な
炭
素
で
、
地

下
深
い
超
高
温
高
圧
下
で
結
晶
し
、マ
グ
マ
と
共
に

火
山
よ
り
噴
出
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
火
山
の
多
い
日
本
に
お
い
て
は
地
表
に
近

い
マ
グ
マ
溜
で
溶
解
し
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
、
あ
ま

り
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
町
立
「
山
梨
宝
石
博
物
館
」
で
は
、

来
る
４
月
２５
日
開
館
１
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
こ
で
日
頃
の
ご
愛
顧
に

感
謝
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
（
４
月
２６
日
～
５
月
６
日
）
町

民
の
皆
様
方
を
無
料
招
待
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　
「
国
内
唯
一
の
宝
石
専
門
博
物
館
」

と
し
て
、
展
示
品
総
数
は
、
約
５
０
０

種
・
３
０
０
０
点
を
数
え
普
段
目
に

す
る
事
の
少
な
い
原
石
を
中
心
に
宝

石
の
ほ
と
ん
ど
を
網
羅
し
て
お
り
ま

す
。
展
示
方
法
の
特
徴
と
し
て
各
ケ

ー
ス
に
主
要
宝
石
５０
種
類
を
「
原
石
・

カ
ッ
ト
石
・
製
品
」
の
３
点
セ
ッ
ト
で

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、１

つ
の
結
晶
と
し
て
は
国
内
最
大
級
（
縦

1
・
8
Ｍ
、
巾
1
・
2
Ｍ
、
重

量

1
2
7
0
ｋ
ｇ
）
の
巨
大
水
晶
は
見

応
え
十
分
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
期
間
中
開
館
１
周
年

記
念
の
企
画
展
と
し
て
「
水

晶
と
山
梨
県
」（
仮
称
）
と

題
し
山
梨
大
学
の
協
力

を
仰
ぎ
同
大
学
に
保
存

さ
れ
て
お
り
ま
す
貴
重
な

水
晶
の
展
示
な
ど
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
こ
の
機
会
に
当
博
物
館

に
ご
来
館
下
さ
い
。

■
期
　
間
　

　
４
月
２６
日
（
土
）
～
５
月
６
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
３０
分
　

※
入
館
の
折
、受
付
で
確
認
資
料
（
免

　
許
証
・
保
険
証
そ
の
他
）
を
提
示

　
下
さ
い
。

………………………………………………………………………………………………………………………………
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お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

日   

時
　
5
月
15
日 (

木)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
�
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

日   

時
　
5
月
2
日 (

金)

・
16
日 (

金)

　
　
　   

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　  (

12
時
か
ら
午
後
1
時
は
昼
休
み)

会
　
場
　
町
生
活
学
習
館
　
学
習
室
3

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

 

相
談
会

人口

男

女

世帯

　　25,823人
(－7)

 12,713人
(－5)

 13,110人
　(－2)

 8,858  
(＋6)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

3月1日現在の
人口・世帯

渡
辺
　
安
喜
　
75
歳
　
渡
辺
た
つ
み
　
西
湖

三
浦
　
常
代
　
84
歳
　
三
浦
　
一
樹
　
西
湖
南

大
石
　
　
健 

 

＝ 
 

宮
下
由
利
子
　
船
津

渡
邊
　
春
仁 

 

＝ 
 

小
笠
原
公
子
　
船
津

古
屋
　
侯
治 

 

＝ 
 

金
井
　
佐
知
　
小
立

渡
邊
　
紀
幸 

 

＝ 
 

堀
内
由
香
里
　
河
口

河
西
　
　
進 

 

＝ 
 

加
藤
ま
さ
恵
　
勝
山

渡
邉
　
　
巧 

 

＝ 
 

河
口
　
梨
絵
　
大
嵐

渡
辺
　
智
人 

 

＝ 
 

鈴
木
あ
か
ね
　
西
湖
南

小
山
田
大
輔 

 

＝ 
 

古
野
　
陽
子
　
富
士
ヶ
嶺

Happy Wedding

　花を育てる会の奉仕活動の歴史は長い。特に１９６８年、町内４地区に、国

道に沿った花壇が設けられてからは『観光地に彩りを』の合言葉で、会員は

働き続け汗を流してきた。その努力は認められ、県から何度となく表彰を

受けた。さらに平成１５年４月には「みどり愛護」の功労者として、国土交通

省から栄えある大臣表彰をいただいた。

　今後も若い後継者を育てつつ、励ましあい、美しい心の花を育てて

いきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　古屋まつこ

　
日
本
の
湖
水
地
方
と
し
て
、
全
国
的
に
名
を
馳
せ
て
い
る
こ
の
町
で
は
、
住
民
も
ま

た
賢
く
生
き
生
き
と
信
念
を
も
っ
て
ご
活
躍
の
方
々
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
人
々
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信

　
河
口
湖
で
生
ま
れ
育
ち
、
そ
し
て
今
こ
の
地

で
仕
事
を
し
、
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
家
業
の
保

養
所
を
や
め
た
時
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
ず
い

ぶ
ん
考
え
ま
し
た
。一
番
興
味
の
あ
っ
た
福
祉
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
雇
用
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座
を
受
講
し
資
格
を
取
り

ま
し
た
。
勉
強
し
て
い
る
う
ち
、
介
護
の
必
要
な

方
が
自
分
の
家
で
生
活
を
す
る
お
手
伝
い
を
し

た
い
と
考
え
、
保
養
所
を
し
て
い
た
自
宅
を
改

修
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
大
き
な
ボ
イ
ラ
ー
・
手
す
り
の
設
置
・
送
迎
の

車
な
ど
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
も
あ
り

ま
し
た
が
最
小
限
の
資
金
で
始
め
ま
し
た
。
無

理
を
し
た
ら
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
商

工
会
で
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
勉
強
し
た
り
、
相
談

に
の
っ
て
い

た
だ
い
た
り

し
た
こ
と
も
、

と
て
も
役
立

ち
ま
し
た
。

　
開
設
に
あ

た
っ
て
、
今
ま

で
の
仕
事
や

町
の
委
員
会

活
動
、
地
域

活
動
で
の
つ

な
が
り
の
中

か
ら
自
然
に

周
囲
の
人
達
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
両
親
や
子
供
た
ち
の
協
力
、
そ
し
て
妹
は
何

で
も
相
談
で
き
る
心
強
い
共
同
経
営
者
で
す
。

そ
し
て
心
身
と
も
に
最
高
の
理
解
者
で
あ
る
夫

の
賛
同
や
協
力
な
し
で
は
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
女
性
が
多
い
職
場
で
す
。
子
供
の
具
合
が

悪
く
な
っ
た
り
家
庭
の
都
合
で
急
に
休
ん
だ

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
（
働
く
女
性
の

環
境
整
備
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
）
そ
ん

な
時
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
一
緒
に
働

く
仲
間
が
い
て
、
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
が

あ
っ
て
五
年
た
ち
ま
し
た
。

　
自
分
の
こ
と
を
起
業
家
だ
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
や
っ
て

い
た
ら
事
業
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
て
働
く
こ
と
で
、
同
じ

女
性
が
働
く
こ
と
や
子
育
て
支
援
等
に
つ
な
が

り
、
女
性
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
ま
で
男
女
共
同
参
画
な
ど
勉
強
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
中
か
ら
た
く
さ
ん
感
じ
た
り

学
ん
だ
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
そ
し
て
若
い
人

も
高
齢
の
人
も
み
ん
な
が
一
日
一
日
を
大
切

に
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
た
ら
幸
せ

な
街
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

……………………………………………………………………………………………………

第1回目　渡辺 晴美さん
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「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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富
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河
口
湖

　
２８

　町では、４月２９日を「町民皆歩の日」と定め、町民の健康増進を目的とした町民スポーツとしての『ウォーキ

ング』を積極的に勧めるています。

　今回は、平成２１年５月に開催されるウォーキングの世界大会「ＩＶＶオリンピアード」の１年前イベントとして

ふるさとウォークを開催します。

　家族・友達・ご近所お誘い合わせの上、大勢の町民の参加をお待ちしております。

★開催日　４月２９日（祝）昭和の日　★集　合　八木崎公園　午前９時（８時３０分より受付）

　　＊事前申込…インターネットから申し込みもできますので町のＨＰをご覧下さい。

　　　　　　　　電話での受付も行いますのでお申込み下さい。 （２８日午後５時まで）

　　　　　　　　電話７３－１２２０（富士河口湖町町民体育館）

　◆スタート　　午前９時３０分【開会式を午前９時１５分より行います】

　◆コ ー ス　　八木崎公園 ⇒ 河口湖大橋 ⇒ 河口湖美術館（大黒天）⇒ 河口梨川（福禄寿）

　　　　　　　　⇒ 河口浅間神社 ⇒ 大池公園（恵比寿）⇒ 勝山シッコゴ公園【ゴール】《１０ｋｍ》

　◆参 加 料　　無料　◆持ち物　　水筒　副食　雨具 【雨天決行】

　◆参 加 賞　　富士山のおいしい水（ゴールでは、とん汁・甘酒のサービスがあります）

　　＊幼児・小学校低学年の参加は、父兄同伴でお願いします。

　　＊健康のまちづくり事業の一環として「健康のまちづくりウォーキング大会」を、年間４回開催いたします。１９年度から

　　　参加している方で、２年間（平成２０年度まで）で通算４回参加された方には、記念品を用意いたします。奮ってご参加く

　　　ださい。

　
○
日 

程
　
4
月
20
日
（
日
）
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

白壁　勝雄　　72-0143　　　　　小佐野成太郎　83-2320
梶原　一榮　　82-2446　　　　　渡辺　袈裟司　87-2316

町の行政相談委員さんは

4
月
の
多
重
債
務
相
談
日

参加者募集
ふるさとウォーク・町民皆歩の日
健康のまちづくりウォーキング大会
ＩＶＶオリンピアード１年前イベント

ふるさとウォーク・町民皆歩の日
健康のまちづくりウォーキング大会
ＩＶＶオリンピアード１年前イベント

行政相談・心配ごと相談日

4月20日(日)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
4
月

か
ら
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
、
弁
護
士

相
談
は
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

　
4
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、
4
月
１６
日

（
水
）
ま
で
に
町
役
場
企
画
課
（
７２-

６
０
２

３
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間

は
、
1
人
１５
分
間
と
し
ま
す
。
な
お
、
予
約
締

切
日
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
広
報
誌
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

4月から、行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　になります！

質の高い住民サービスを提供します。
地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 9001  14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　�２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

EC00J0306

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

午後１時１５分～
　　　２時４５分

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

予約制




